
コ轟

港
地
区
か
毒
水
へ
か
の
て
、
喜
一
の
」
一
車
線
と
す
る
も
の
で
す
。
平
塚
の
害
対
策
を
講
じ
て
ヤ
ま
す
。
し
か
一

平
燦
大
機
海
岸
線
の
建
設
お
す
す
ん
で
…
海
開
線
を
定
石
回
一
窪
田
一
一
干
四
号
に
平
一
し
、
残
る
約
一
二
一
キ
ロ
の
区
間
に
は
一
一

い
ま
す
。
須
賀
の
競
輪
場
南
側
中
盤
一
を
…
行
し
て
お
り
、
平
塚
務
部
地
区
第
一
一
の
一
、
十
六
倍
の
花
水
腐
盾
街
宇
は
じ
め
、
一

起
点
に
潜
小
と
須
賀
野
球
場
の
南
側
、
…
開
制
状
道
路
と
い
v
え
、
大
磯
町
の
海
悶
陣
地
一
約
七
十
一
一
戸
の
一
般
住
宅
が
あ
り
、
移
転
一

灘
浜
高
大
洋
中
脊
察
堂
病
院
の
北
一
区
と
も
連
絡
す
る
霞
褒
な
市
道
と
も
な
一
様
鎖
費
だ
の
で
も
ざ
っ
と
一
穏
円
、
周
}

側
を
と
お
り
、
浜
岳
中
と
花
水
小
の
間
一
る
も
の
で
す
。
一
一
地
問
回
収
費
、
工
事
費
壱
町
附
録
し
て
も
一
一
二

を
ぬ
の
る
道
路
で
、
現
在
の
花
水
鶴
居
一

ζ
の
道
路
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
都
一
億
円
以
上
の
医
震
が
今
後
必
婆
と
み
ら
…

衝
を
縦
淀
し
撫
子
際
の
下
花
水
格
人
選
一
市
計
歯
街
路
と
し
て
建
設
が
き
ザ
古
り
、
一
れ
、
加
え
て
国
難
な
移
転
交
渉
も
あ
り
一

す
る
全
長
一
一
平
百
九
十
M
M
の
新
線
。
計
一
一
部
滋
地
区
内
は
、
戦
炎
復
興
区
間
襲
一
全
線
兜
通
ま
で
に
は
、
な
お
時
閣
を
要
…

第
幅
員
は

f
八
M
ペ
コ
一
主
計
づ
つ
の
一
理
の
な
か
で
純
一
工
、
四
十
一
母
度
か
ら
、
…
す
る
見
込
み
で
す
っ
一

市
の
手
で
本
格
的
な
築
造
と
橋
装
工
事
一
当
間
都
市
計
爾
諜
で
は
、
松
嵐
町
広

を
行
な
っ
て
い
νま
ま
で
に
計
廼
の
約
一
一
二
内
の
一
一
一
百
四
十
M
M
は
現
凶
十
二
時
度
で

一
分
の
一
一
、
二
千
十
H
引
を
施
工
、
そ
の
七
一
問
地
を
確
保
、
問
中
の
仁
間
開
通
を
は
か
る

一

O
弘
の
補
装
壱
完
了
し
て
い
V

ま
す
。
一
と
し
、
花
水
関
蔚
街
以
西
も
、
で
き
れ
一

一
今
後
、
残
る
松
風
附
地
区
内
三
百
羽
一
ば
四
十
四
年
度
ま
で
に
用
地
壱
質
収
、

十
M
と
、
花
水
商
照
街
か
ら
花
水
川
ま
一
引
古
つ
づ
い
い
て
拡
絡
橋
装
工
事
を
行
な
↑

一
で
の
八
百
四
十
が
が
工
事
の
中
心
と
な
一
ド
た
い
と
し
て
い
ν
ま
す
。
松
風
町
区
域
一

一
回
、
担
当
の
都
市
計
画
諜
で
は
、
盟
十
一
内
が
開
通
す
れ
ば
、
平
塚
駅
i
海
岸
線
一

一
一
・
四
十
二
詞
年
度
ぞ
、
沿
道
の
花
水
一
と
中
段
地
下
道
以
南
の
海
律
問
仲
線
、
一

一
蓄
を
新
用
地
人
移
転
す

48を
は

じ

一

京

地

区

亀

控

室

主

っ

と

も

一

一
的
、
有
仏
国
間
地
五
百
二
十
八
平
方
針
(
一
効
果
的
な
位
題
で
連
絡
す
る
ζ
と
に
な
一

一
七
千
五
百
万
円
)
の
買
収
、
花
水
割
居
一
り
、

ζ
の
付
近
の
交
議
事
簡
を
大
き
く

A 1事告

国道 134時様!こ平行して港地区から花水、

大磯へぬける南部地区第まの環状道路、羽田

事甚買ですでに計額の 3分 の 2を完成している…2軍事量i立花水小前付近、内向I立今後銘閣の対象と

なる夜水務l苫街の入口。夕方は震い鞠をする生損害で滋み合い，す守!こ変還」こ貫主換な区織である

一〆
一
花
水
問
問
民
衝
は
、
問
地
区
の
宅
地
化

一
と
と
も
に
氾
選
に
沿
っ
て
車
内
達
し
た
将

一
巽
な
商
業
地
域
で
あ
り
、
夕
方
は
道
路

一
ャ
っ
ぱ
い
ー
に
四
回
い
い
物
か
ご
を
芯
げ
た
主

一
一
掃
で
に
ぎ
わ
う
所
で
ず
っ
こ
ζ
を
火
用
品

一
パ
ス
や
自
動
車
が
、
ぎ
り
ぎ
り
の
福
間
同

一
で
通
語
、
安
全
と
商
業
援
輿
の
両
面
か

一
ら
、
道
路
惑
備
は
意
務
と
さ
れ
て

γ
ま

一
す
。
拡
穏
で
は
道
路
北
側
の
商
白
と
民

一
家
が
移
転
ぞ
必
要
と
す
る
わ
付
で
、
都

市
計
画
課
は
い
V

ま
換
地
交
渉
の
段
階
ま

一
で
す
す
め
イ
川
崎
ず
っ

一
請
捕
手
数
料
の

一
通
知
書
く
ば
る

一
今
月
は
第
一
期
分
の
抑
制
裁

一
今
月
は
清
掃
手
数
約
第
}
規
分
の
約

一
際
で
す
。
喜
劇
一
般
家
庭
の
し
尿
く

一
み
取
り
手
数
料
L
C品
特
定
分
(
常
業
の
ご

一
み
)
の
手
数
軒
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

一
し
た
u

四
枚
つ
づ
り
で
一
年
分
を
一
括

一
し
て
あ
り
ま
す
第
一
期
分
は
六
月
二
一

一
十
日
ま
で
、
忘
れ
ず
に
払
い
込
ん
で
く

一
言
ν

〈
動
脈
を
つ
く
る
第
九
回
〉
来

月
は
、
間
m
の
招
模
山
総
合
開
発
に

よ
る
堤
防
道
路
と
港
糟
計
痴
を
敦

材
す
る
予
定
で
す
。

病で二塾こた村tζ 出雲1'-

麗語句語専十袋需と気主主
霊意書向雪天意見覧車下型
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ん
‘4
4」

た

πρ

れ

ぬ

広

一
戸
太

一
昨
邸
主

購

波

構

糊
線
官
一
向

噂七

X

蹴
はご 時り物ヤ一 緒申 う iやら ぬ、と半日て習で院な学に
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第 188号

市
織
改
選
後
初
の
市
議
会
隠
時
会
は
、
五
月
十
八
?
?
九
包
の
両
日
議
事
裳
に
調
会
、
正
副
議
長
・
各

常
任
特
別
袋
霊
長
s

市
賢
議
議
員
な
ど
議
会
の
役
員
人
事
を
行
な
い
、
正
面
倒
議
長
に
角
田
鎮
雄
@
小
川
房

設
両
市
議
菅
選
任
し
ま
し
た
G

常
任
委
員
長
に
は
総
務
内
藤
敬
一
、
産
業
加
藤
武
‘
文
教
民
生
高
都
新

太
郎
、
建
設
和
田
桂
苛
の
各
市
識
を
選
任
、
議
会
か
ら
選
ぶ
市
監
蚕
議
員
で
は
「
府
川
勝
司
市
識
を
選
び

た
い
」
と
サ
る
市
長
の
鑓
宮
市
L
間
同
意
し
ま
し
た
o
ま
た
、
A
可
期
間
盟
関
建
設
特
別
委
(
定
数
日
〕
を
新
設
、

受
賞
長
に
小
潜
水
忠
義
市
識
を
選
任
し
ま
し
た
。

(第3種郵便物認可)昭和 42年 6)ヨ 15S 
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市
長
経
想
一
審
件
…
番
」
は
、

わ
た
く
し
の
抱
負
や
、
そ
れ
ぞ

果
し
え
た
喜
び
、
思
い
の
ま
ま

に
な
ら
な
い
悩
み
な
ど
ぞ
は
じ

め
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
欝

い
た
が
、
ふ
た
た
び
市
長
の
箆

を
与
え
b
れ
た
の
で
、
気
持
ち

も
新
た
に
議
題
も
改
め
て
お
目

見
え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
c
近

頃
拍
「
市
民
と
の
対
話
」
と
い

う
と
と
が
一
一
国
の
流
行
に
な
っ

た
4
5な
感
が
す
る
が
、
と
の

ζ
と
は
市
政
の
民
主
化
の
た
め

に
も
喜
ば
し
い
ζ
と
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
と
れ
か
ら
の
回

毎
閥
、
「
ζ
ん
に
ち
わ
、
市
民

の
み
な
さ
ん
」
と
、
み
な
さ
ん

と
話
し
合
い
を
す
る
気
持
ち
で

ベ
ン
を
と
っ
て
い
{
宮
た
い
い
。

×
 

わ
た
く
し
は
、
去
る
五
月
十

四
日
、

N
H
Kテ
し
ピ
段
送
の

報
道
特
集
「
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル

議
」
に
出
諸
し
た
。
ち
ょ

5
ど
乙
の
尽
に
日
本
ダ

ー
ピ
ー
が
東
京
競
馬
場
で
行
な
わ
れ
、
史
上
最
高

の
売
り
あ
げ
が
高
っ
た
ζ
と
を
伝
え
た
。
と
の
競

馬
ブ
ー
ム
の
か
げ
に
あ
っ
て
、
間
口
だ
た
な
い
が
、

競
輪
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
い
が

年
々
の
び
て
き
て
、
地
方
自
治
体
の
ふ
と
こ
巧
を

う
る
お
し
、
大
琶
な
役
割
を
呆
し
て
い
る
説
状
を

と
ら
え
な
が
ら
、
そ
の
功
罪
に
も
ふ
れ
て
み
よ
ヨ

と
す
る

N
H江
戸
れ
の
企
開
聞
に
、
一
役
潔
わ
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

E
F

テ
レ
ピ
を
ご
b
ん
に
な
っ
た
市
民
の
か
た
か

一
一
輔
ら
、
わ
た
く
し
の
お
雷
が
現

器
解
で
よ
か
っ
た
と
い
5
警

¥

ミ

欝
い
た
だ
い
た
の
に
は
、
と
と
私
緩
綴
綴
織
機

唱

が

ら

を

あ

ら

戸

官

、

総

叡

務

瀦

矯

嗣

留

は

誤

読

し

た

。

競

輪

、

議

ふ

V

S

競
馬
も
、
今
日
で
は
大
衆
の
緩
議
機
約

一一i

レ
ジ
ャ
ー
の
壌
と
し
て
必
要
ぷ
線
機
幾
幾

曙
欠
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
な
議
議
機
織

註
り
つ
つ
あ
る
4
う
な
気
が
す

一
冊
る
b

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
地
中
刀
自
治
体
が
、
ば
く

g

ち
の
玄
忍
ん
で
、
学
校
な
ど
阜
」
建
て
る
と
と

蝿
は
、
精
神
論
と
し
て
は
、
貿
成
L
が
た
い
ー
と
こ
ろ

急
だ
。
一
一
一
一
割
自
治
と
い
5
一
財
源
の
乏
し
い
自
治
体
の

一
一
一
実
態
で
は
、
と
れ
も
や
む
を
え
な
い
現
実
で
あ
り

g

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
必
要
態
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

開

で

あ

る

ο
競
輪
路
誌
を
い
公
約
に
立
た
れ
た
前
市
長

一一叩音信義@擁護繁一太麟一一一
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の
戸
川
さ
ん
が
‘
市
長
に
な
っ
た
と
た
ん
に
競
輪

慾
議
論
争
}
と
ば
し
て
、
皮
肉
に
も
そ
の
存
続
に
力

と
ぷ
ぞ
入
れ
な
付
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
わ
が
平
塚
市
が
も
し
や
め
た

な
ら
ば
、
住
み
よ
い
ν
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
投
資

の
原
動
力
を
失
う
ζ
ん
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
市

民
の
不
満
と
不
幸
を
ま
ね
く
こ
と
は
開
明
ら
か
で
あ

る
。
今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど
檀
常
的
や
若
の
財
政

収
入
と
な
っ
て
い
い
る
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
お
か
げ

で
、
市
民
福
枇
綴
迭
の
た
め
の
も
ろ
も
ろ
の
事
業

が
、
大
き
く
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
平
塚
で
は
あ
る

が、

ζ
れ
に
か
わ
る
べ
君
鰭
余
な
財
源
が
他
に
も

と
め
ら
れ
る
な
ら
、
位
開
聞
の
援
の
古
び
し
い
公
営

ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
、
そ
の
時
点
で
考
え
る
べ
告
で
あ

ろ
5
0
要
は
、
地
力
自
治
体
の
設
し
さ
に
あ
る
と
、

わ
た
く
し
は
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
V

る
市

長
の
盛
で
あ
る
ο
そ
の
根
源
は
日
本
の
政
治
会
体

の
し
く
み
、
特
に
中
央
と
地
方
の
税
制
の
不
均
衝

に
あ
る
と
お
も
わ
ざ
る
争
え
な
い
V

の
で
、
こ
れ
を

是
正
す
る
以
外
に
、
み
ち
は
ひ
ら
付
な
い
と
者
夫

る
も
の
で
あ
る
ι
わ
た
く
し
は
、
地
方
自
治
体
に

あ
た
い
{
す
る
日
射
線
壱
、
市
民
に
直
結
す
る
自
治
体

に
与
え
て
も
ら
い
た
い

ζ
と
宇
強
く
叫
ぶ
と
と

援
も
に
、
公
時
四
ギ
ャ
ン
ブ

ヲ
ル
に
つ
い
V

て
、
さ
ら
に

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

藤
も
に
真
剣
に
考
え
て
み

加
た
ヤ
と
患
っ
て
い
{
る
ω

、八

もびけず〈ー
の方る。 ζ 番こ

五皇室費在Et
活く のーちえ一一

警ギ害雪需モ塁
ご 選しは民今で
霊童を 7之 、の月一7
読額。かみかご

を話芸 ζき皇霊
E語、市 ん長 U、
を議議¥がた

E主義塁塁手
(ろ ζ 議議三立た
係みの に し て 者
)た昭おまるタト

海
地
区
に
第
一
号
児
訟
館
が
凶
目
減
、

よ
ハ
向
日
ム
白
か
ら
照
的
問
し
ま
し
た
)
正
式

名
称
は
「
平
塚
市
白
み
な
と
児
コ
晴
朗
)

背
少
年
探
抑
制
民
が
常
駐
、

ζ
ど
も
の
公

民
館
、
勤
労
青
少
年
の
会
合
の
場
所
と

し
て
運
ザ
ピ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
d

場
所
は
港
小
守
校
の
す
く
北
側
(

校
舎
の
議
手
)
で
、
強
物
は
木
造
平
家

二
吉
五
平
方
針
、
ホ
ー
ル
・
図
書
世
主
@

会
談
窓
e

事
務
室
@
管
制
凡
人
室
な
ど
か

ら
な
り
建
設
即
日
五
百
二
十
七
万
円
。
一
一

分
の
一
が
然
続
祷
紛
で
す
。
当
商
備
品

は
、
杭
f
七
、
い
す
ぢ
十
五
、
ス
テ
レ

オ
・
卓
球
台
s

蒸
駁
各
一
、
民
警
一
一
一
言
問
問

遊
品
、
ス
ト
ー
ブ
口
一
な
ど
。
収
容
人
民

は
ホ
ー
ル
六
十
入
、
図
脅
笠
一
一
十
人
、
会

議
室
二
十
人
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
運
営
は
六
月
十
六
日
配
ら
ひ
ら

く
市
議
会
に
は
か
つ
て
決
定
す
る
予
定

;こも

夕陽ケ丘iこ第 1号児童館

ークノレ

もこ

発走直前の緊張
公営ギャンブル〔競輪) ...5 Sl駐日目年S腐の障害縫で昨年は

32億九59'方向の車券を売担、市の建設事業!こ 5億 S，162
方向の財源を送り込んだ。 1回平均 5億、 12月iこは 9億

円も売れた。

関設地域

雨時/金呂
ほかに文化財学級 1学級

7月 10月・ 30-40符罪悪

問い合わせ・申し込みは各

各公民官官へ….

とり

とり 2首まで

)11榔~ひとり 3句まで

く市教委。社会教育談〉

..mlfilllllllllllllll副総I討111111削1111111出1111111111出11抑制11開l出11出1111初出船1111111111出間11出i抑制出服部1制i出11111111出1111111111111111111叩111111111111111111111.
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引
平
山
邸
市
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
話
会
(
会
長
加
藤
市
長
〉
は
、
〈
臼
本
一
の
竹
節
り

V
平
線
七
夕
ま
つ
り
桐

↑
老
、
七
月
六
日
か
ら
十
臼
ま
で
全
市
約
に
開
館
す
る
E
決
め
、
さ
ら
に
感
大
な
も
の
と
す
る
た
め
、
関
係
日

+
方
面
と
の
接
渉
と
準
備
を
精
力
的
に
す
す
め
て
い
ま
す
。
六
月
は
じ
め
に
は
松
竹
ス
タ
1
・
中
村
晃
子
さ
+

叫
ん
が
ミ
ス
七
夕
に
宮
ま
っ
た
の
を
は
ひ
め
、
五
回
開
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ほ
ぼ
か
た
ま
り
、
す
で
に
事
前
獲
吋

恥
伝
に
の
り
だ
し
て
ま
え
景
気
は
上
五
で
す

o

F

第 188号

13t::;;;:二二日::;;1;iiiiiiji
i話駐日71J1iiiiiiii

j話君主Z揺れど謀議狩 IJ 17官fiititiiiFl閉めタ1111i!???i
iiiiiijjiiiiiliii L :lizjlfFYJ1517TiiG515堅持
管ihii;7i世話 iLJ:::!1211R41十11jiii!?;i;?詰
正主意書誌雪雲重量理士援計 品1 2 11 2Pケ j中村ゲ吋 |れ て審議室長 L

11菌 i 度ミス七夕 王宮瀬久美 ニι一一一一一一一一一一一」ニ一一一一一一一一一一一一

;時iiii;芸能詩語 Afii苦言li誤判ーペikま持者iiiFiirzffv守 明サ 番 P jill;喜霊器:嫁E是主iiと記巧市f官仲仲ゴ沖怜一中恥ノ

言ド踊dz課イ主井き全相:臼主塁詩喜×ii「:守号守ii習最加詩 :l i4D∞む ;蹴草詰統言詰誓輔能…F一間叫高倒…」市柑尽一セ/5'-/ぷAz鴇益2計芸S計日子持去 芸持m霊伊柊言主手
;佐七i注単i詰;i 号訂;i註 議費 ;ド ;;;e;;; i謡詩i藷諾詰量器誹;害F;:;Jニ:」2ι言J拡山目山吉民目は悶L3羽:ιziii::γル一」1]iiJVi埜iiiた
託詰持寝室聖天皇室町2日学付 I1 堅議官君主宮内 |告すJ2822持主的
。喜多童話省幹ι訂字書ヰ ヱ 111 -，p ~同二日断行消防音楽隊市内パレード!市内中37-| 暴行レ 25C妻宅吋;

23ij(ijliilfjiE jl;1413;piZ711iij;;!i!;!!i 
引でhdへ註許註Z jilドー ! lj も宮5需主主宝主義

;iffHffil li明iif官房;ijF11iiii5224議iaf?iZF苦;凡 ;i室長;221む 副市51回 22222う言

EF転22t純手;1iFLi不在需立時九交続事FF相当Eの 中155l

111121i111!;!iii}!;!;i!iFijiifjjiii13jjj 
i12ifi喜善iiiiiiziiZ5111j延長izylHtiti事長帯主:hh
予言25暗号語l軒喜三重t持J 勧告忠男525ど罪問認i戸時油相〉 ご一二
;!iiiifidl!日記号i震の15jiiiifiFllullf露3322:皆本立

第 17回七夕まつりブ口グラム

13.001七夕まつり竹創コンクーJt.審 i市内

査(各頚lF守いっせし吋こ)

木選り行進(平塚とび職組合) 1 市内中心街

横渓市消紡音楽隊市内パレード"

交化放送公害語録音「私とあなた l市民センター

の三つの盟主jゲスト童話ひろ子・

主喜和彦・竹腰ひろ子・梶う巴夫ほ

か(提供毒橋丸本舗)

七夕まつり竹鰯哩夜襲ゴンクー

Jt.饗査

盤上自衛隊玉音楽隊市内バレード i市内中心街

TBSテレピ公開録豊富「歌まね|市民センタ一

読本j司会八代英太・審査員古

賀政喜号・石井搾子・ W本丈講・

ゲストパープ佐竹・森進一・講

和j司月・トリオザパンチ(提供ト

クホン本書撞〉

市内

248 



新
議
観
サ
ン
ド
ろ
過
器
(
醐
閉
式
)
プ

inhの
氷
を
繕
環
、
こ
こ
守
再
生
滋
紫

滅
菌
し
て
使
う

ぢ
月
一
日
か
ら
、
市
営
ブ
l
ん
が
関

携
し
ま
す
。
こ
と
し
は
、
い
ま
ま
で
の

海
岸
プ
ー
ル
に
加
え
て
、
高
浜
台
の
沼

南
海
市
公
開
囲
内
に
新
ブ
ー
ル
で
昔
、
雨

時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
か

b
、
昨
年
の

倍
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
計
算
で
、
明
る

く
安
全
な
旅
ぎ
を
、
十
分
に
た
の
し
ん

で
い
た
だ
と
う
と
い
う
寸
法
。

醐
醐
沼
南
海
岸
公
園
ブ
ー
ル
・
都
市
計
爾

諜
が
、
高
浜
台
の
鴻
臨
海
岸
公
園
に
三

千
五
選
万
円
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
一
一

十
M
M
X
五
十
M
M
、
十
五
討
ノ
〈
一
一
寸
五
日
州

プ
ー
ん
の
ほ
か
、
こ
ど
も
問
の
十
五
お

×一一‘エ
i
Mの↑一一つ

J

プ
!
ん
の
潤
閉
に

敷
い
た
平
板
に
は
カ
ラ
ー
も
使
い
七
T

台
収
容
の
駐
車
揚
と
一
と
も
に
広
々
と
し
一

た
脳
設
釘
醐
置
で
人
気
を
博
し
そ
う
。
更

衣
雲
な
ど
は
仮
設
な
が
ら
、
夜
間
聞
は
一
ニ

議
の
投
泥
認
の
外
灯
で
明
る
さ
も
考
え

収
肩
口
人
員
は
一
日
一
一
千
人
。
サ
ン
ド
式

ろ
通
四
面
で
、
期
間
中
水
の
入
れ
か
え
は

一一
4
3
1
一
回
で
す
む
の
が
ひ
ま
ん

J

滋
竜
城
ケ
丘
プ
i
ル
・
開
場
以
来
三
十

年
に
な
ろ
う
一
と
す
る
海
浜
ブ
ー
ル

D

お
と
な
二
寸
円
、
こ
ど
も
十
月
で
や
は

り
三
千
人
収
容
だ
が
、
塩
素
滅
菌
だ
付

で一一
1
コ
一
回
に
一
回
水
を
か
え
る
点
で

労
力
安
く
う
以
上
可
一
プ
ー
ん
と
も
地

下
水
を
使
え
る
が
ら
治
水
で
も
開
場
で

君
、
竜
城
ケ
丘
ブ
ー
ル
は
、
ぃ
11
百
五

f
万
円
で
改
装
中
で
す
。

興
情
湖
水
T
欄
間
営
京
選
の
使
醐
聞
は
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地
下
水
を
使
っ
て

醐
開
場
で
害
る
一
宮
山
氷
を
開
始
し
た
出
動
ブ
ー
ル

昨
年
間
開
場
し
て
大
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
大
久
保
ハ
ゑ
閤
ブ
ー
ん
は
、
水
選
事
情
の

悪
化
守
開
設
が
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
る

完成した昔話南海岸公閣の新50Mプール…内装はピニー A塗料でブルーと

自にぬりわけ、晶-e!やかな印象である

参加・ 7月8臼仕)

までに、見照合体

育館内体育課へ

電話(21)3060へ
参加パス、宿治
を含み 3，500円
市内在住、夜勤、

在学者に限る。

~・%・%(須賀球場軟式野球

太i学中)

睦上輯技 ~(江陽中) 軟式庭

球指(松風町庭球場)

パスケットボール %・%(見F待
合体育館) 柔 道 治 ( 克 附 台

武道場)剣滋話(見総合体育

バレーボール始(見附台

体育館)

轟輔寵輔輯購藍轟轟轟轟舗罷謹霊麓鱒麟轟輩麟轟覇轟轟韓議離轟轟轟霊轟輔露盤霊轟 布教委体育課@平塚山長協会
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控界的クライマ-ヒーベラー考

のあい

し3



(7) 昭和 42年 6Jl 15 S 

二ども も お と な も 接 穂告

紋の発生場誉回前に、日本腕炎の

予防接種ぞ 6月に巡回します。 ζ の

予防護績は乳幼児だけでなく、 般

の人も、希望で接積で宮ますのでな

るべく受付ておかれるようおすふめ

しておきます。

穣霊賓当審@①初回h 生後日か月以上

の者でまだ1国 もζ の注射を受付

てヤない者(乙とし 2[9]接種)、

②追加ー初回1接種後1年たってし、

る警は回援種)

習料金・初回1回につ苦 150丹、 i畠
加20問、乳幼児は無料です。

童書i盟関荷車呈 ぃ (第 1路〉

8月間白神間公民館真土公民館

ノノ 1713 18在日之宮公民館

八幡公民館

Jノ 26日中原小学校

ノノ 27日 南原公民館松原公民館

7月 12日須賀公民館

ノノ 13白 花水公民館

グ 14日富土完公民館

/ノ 15自民的台武道場

(第2濁巡姐).

6月 1913 金回小学校土屋小 学校

ノノ 20日旭公民館吉沢公民館

1/ 21白金田公民館関嫡公民館

ノノ 22包 鐙田公民館域島公民館

11 23白 神田公民館主宰土公民館

ノノ 24日 i沼田之宮公民館

八織公民館

7月 313 中原小学校 | 舟見 i立 大 野 か ら 帯 街 地 へ

H 4白 隠原公民自富 松原公民吉宮! 衛生課ば、今月も昭和41年呂 fl1
ノノ 19日 須賀公使館 ! 日-41年 12月31Eヨさまでに生れた離手L
11 20臼 花水公民館 |期のお子さん 830人を対象{午、保健

ノ.， 21寝 室富士見公民館 |桝に4る脊児相訟を続行ます。翻人

ρ 22日 毘附台武道場 (通知はしていませんから、母子健護

豊富時総・各会場とも13時30分 -j5時|手緩をお貯ちのうえ、お近くの会場

(第3種郵便物認可〕 第 188号

l へおとしくだ5し、。棺談内容は、栄

養指導と体薦ifllJ定など。無純です。

顔巡慰問事霊ー

6月 158 八憾公民主宮 | 生後 3ヵ月以上の犬対象に
刀 21日英土公民館 l 

: JJ 22日 !日四之宮公民館 ! 衛生課は、さきの巡回で受付そζ

1/ 28白 須賀公民館1 なった犬を対象に、ふたたび狂犬病

11 29日泥水公民館 の予紡注射を行なνます。狂犬病予

7刀4臼 寓土見公民館 fVj訟で、生後3か月以上の犬は、す

12日 松原公民館 !べてとの予防接種が必豊富です。前回
ノノ 13臼 崇醤公民館

受付なかった犬は、残らずも4 りの
| ※ 5月23臼 -6月 148までの日程 l

会場へ。愛犬手践持参のとと。
は 5月号にのってし、ます。

富盟i思窃臼程・-ー
盛時間・各会場とも9時 -10時30分

6月21臼 潤崎公民館 (10-11時〕

学期発見lニi悠窃検診

H 域島公民館(12-13時)

1/ .ti:豊田公民館(14-15時)

グ 中原公民館 00-12時)

グ 富士路公民鎚 (13-15時〕
6Jヲ22白須賀公民館 00-12時)

グ 八幡公民館 03-15時〕
ρ 神間公民館 00-12時〉
1/[百四之宮公民臨 03-15時〉

5月23日崇審公民館 00-12時〕

6 fl27日金回観音鵡(10-12時)

ノノ 金田公民館 03-15時〕
綴料金など・霊菱銀 300fIl(1年有効

)、予防注射200fIl(6カ月有効〉

つり銭無用に。

無 料 で 各 地区巡回

衛生課は、保鑓所と協力、 ff犬病

予防対策のひとつとして、不用犬の

巡[9]引き取りを行ないます。生れた

ばかりのメミ沖、不用になった儒V犬

で処震に弱るものはやたらすでたり

しなし、で、近くの引宮取り会場へつ

れて君でくだろヤ。手続@料金はい

っ さv'，いりませ/vo隠犬Eされる方

は、 ε日かんをご持参くだelJ'o

霊童巡沼田重量ぃ

7月 18日神田公民館(10-11時)

ノノ問題之宮公民館〈正午-13持〉
ノノ 八幡公民館(14-15時)

7月24日滋島公民 館(10-11時)

ノノ 阿保時公民館(正午 -13時)

ノノ 費回公民館(14-15時J
7月25日須賀公民館(10-1'時〉

ノノ 海浮町会館(正午 -13時)

ノノ 花水会館(l4-15時}

女性のがんで一番多いのはそ高宮が

んです。 ζ の病気は早期発見と早湯

治讃7)<なによりも大切ですσ このた

め衛生課では、 9丹、 10月、 II月の 1

3か月にわたって子宮がんの検診を l

rたします。市内にお住いの35才以 I

上の婦人でこの検診をど希潔の方は l

市役所衛生課へ6月初日までにお申

し込みくだEさい。なお電話での申し

込みもお受けします。電話は22局 17

H 平塚保健所C13-15時) i 日時量休診自の急患を救 '51'こめ、平塚

00衛生、。

6月以13 :{E水 会館 00-12時) r 苛lEi豆前会は、交代診療串Ijを申し合わ

グ 海岸町会会貧富 (13-15時)せています。東海道を境いに

グ 幸町・海主草寺 00-12時) 1 瀦第 1.第3日曜日は南側の陵段

H 松原~7J~j慰5分担j (13-15時) 欝第2・鰐 413尾望日は北側σ)1祭器詰
6月n日 抗日 公民館 00-12時) が、原則として診療に応ずることに

H 霊協土沢支所 03-15時) ! なっています。

考ケFEたく年 議二へ町へん 帥浅 入た J 麟関τれ〉怯繍マ :福れら昭叩日)寸計時U 公: 回三悶第れ箇関霊γ五

襲 」ぷど警長誌喜主三阜一二お怠
雪出霊詰監翼主幻否葉思号喜綜喜奈叫占巻ιデι二門襲艶警芸μマλμ主喜混暴窓 野事宰交雪薄警 ?μd仏九讃?守λ日(刊国品量計空茎封奈碍袋L叫A 窓肝宇士吟?季ヂVそ守唱奮軒皇諸室?~ゐ

!許詩;寺i長i軽竪!主;i詰iE詰;誇i;芦iおi起出i註出t詰i号持?i出i詩i2i出i担i齢5皐議議識 当時Ziti!??i紅白31i;諸
事議開比三たは日配達25討議弱議畿主主計三一時Z322ii暴言語能
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閤
模
信
衛
政
へ
の
関
心
な
ど

a

ト
:
:
:
…
平
塚
市
青
年
図
体
協
議
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3
1
3
…
会
は
、
四
十
二
卑
度
新

役
員
を
次
の
と
お
り
晋
的
、
同
国
哩
，
L

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
事
業
計
誼
を
決
定
し

た
。
マ
役
員
(
政
称
世
間
)
・
理
事
長

今
弁
秀
明
(
金
田
)
、
副
理
事
長
伊

藤
明
(
大
野
)
、
内
海
綿
代
(
圃
盟

国
)
、
事
務
局
長
廊
崎
康
雄
(
城
島

)
マ
ス
ロ
ー
ガ
ン
①
仲
宿
づ
く
り

(第3種郵便物認可)

門
広
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら
山
中
央

地
下
道
が
で
苦
て
か
ら
、
発
遜
は
た

い
へ
ん
便
判
q
Lな
り
、
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、
歳
近
、
地
下
選
九
お
い

て
、
鰐
女
子
に
対
し
、
ゆ
る
せ
な
い
v

行
為
が
あ
り
ま
し
た

J

と
く
に
大
機

側
の
事
還
に
発
生
、
利
用
者
が
少
な

いν
と
の
ζ
と
で
す
。
市
当
馬
な
長
び

に
関
係
寝
庁
に
お
い
1

て
、
防
相
釦
対
策

に
十
分
な
搭
震
を
お
顔
い
v
し
ま
す
。

晃
脚
間
約
・
広
滅
勉
(
商
閉
鎖
〉

×

×

 

ご
指
摘
の
中
央
地
下
道

お
答
え

:
の
抜
道
は
、
額
十
部
七

汚
に
完
成
し
た
も
の
で
、
相
岨
一
号
制
、

国
間
百
五
十
沼
が
で
、
車
道
d
り
官
同
く

し
て
あ
り
交
通
上
の
安
全
度
は
す
分

と
み
ら
れ
て
宮
ま
し
た
。
し
か
し
、

夜
お
そ
く
な
っ
て
か
ら
は
、
以
前
か

ら
酔
っ
ぱ
ら
い
ー
な
ど
に

4
5乱
築
が

あ
り
、
一
夜
に
、
照
明
幻
八
灯
を
こ

わ
芯
れ
た
り
す
る
樫
警
が
出
て
、
昨

革
九
月
、
市
と
し
て
も
正
式
に
警
察

に
鞄
害
餌
付
を
出
し
て
取
り
締
ま
り

を
求
め
ま
し
た
。

ご
態
鬼
に
も
と
ず
い
v
て
、
市
で
は

乙
ふ
で
あ
ら
た
め
て
、
中
染
地
下
道

の
交
通
畿
、
照
明
、
騒
音
、
空
気
汚

染
度
な
ど
を
議
室
し
て
み
ま
し
た
が
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を
高
め
、
②
社
会
活
動
に
と
り
く
も

う
、
③
青
年
の
生
理
問
、
青
年
の
資
任

感
を
世
間
め
、
④
市
政
に
関
心
を
も
ち

⑤
交
婆
撞
聴
を
高
め
よ
う
。
(
青
少

昂
諜
発
〉

醐
醐
爽
京
守
消
紡
士
一
千
+
自
名

，

E
3
東
京
消
妨
庁
で
、
消
防
吏

'
f
f
間
同
大
学
革
百
名
、
高
校
事

一
千
名
を
募
集
中
、
資
絡
は
三
十
才

宋
織
の
勇
子
で
、
高
校
革
以
上

U

応一

嘉
希
護
者
は
、
六
月
十
八
日
、
七
月
一

十
六
日
、
八
月
一
一

f
白
、
九
万
十
七
一

日
寸
月
十
五
呂
な
ど
の
各
試
験
日
必
一

七
日
ま
え
ま
で
に
応
募
の
こ
と
。
あ
一

て
先
は
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
(
渋
一

谷
区
西
額
二
了
百
五
一
〕
一

推計人口

人口総数 143，087人
世帯総輩 出，546世l

市域調稜 67曲師2

人口禽度 2，108人
前月比世備増 152設構

人口増 1，291人

・ -
市街地 76，123人C19，419l1t宇野〉
大 努 31，55611( 7，353 1I ) 

豊田 2，56711( 574 11 ) 

神田 7，638ρ(1，759 " ) 
揖島1，983f/( 398 11 ) 

問時 1，768 ~べ 345 " ) 
金田 2，98011( 701グ〉

主ll. 8，1971/ ( 1，946 11 ) 

土沢 3，856'，( 70911) 

金目 6，419グ(1，342 11 ) 

(42.5-1現在〉

の関狸

照明君。ルックス，騒音!こ問題

目
七
十
七
か
ら
一
最
高
九
十
一
ホ
l
ン
に

目
送
し
て
お
り
、
む
し
ろ
乙
の
点
に
問

問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
ο

山
構
造
上
か
ら
の
改
欝
策
叶
州
、

ζ
の

向
う
え
、
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま

そ
の
結
果
、
明
る
さ
は
常
時
二
十
ん
せ
ん
が
、
警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
佑

ツ
ク
ス
で
夜
の
蕗
口
十
八
ル
ッ
ク
ス
み
な
さ
ん
の
自
額
手
段
に
飢
え
て
、

4
り
も
明
る
く
、
梅
島
デ
パ
ー
ト
前
市
で
も
ζ
与
に
注
意
を
む
け
、
い
い
っ

付
近
と
同
じ
で
あ
り
、
空
気
汚
染
度
し
ょ
に
な
っ
て
不
心
得
者
の
し
め
だ

も
心
艶
な
い
V

と
あ
が
り
ま
し
た
た
し
を
は
か
っ
て
い
V

宮
た
い
と
考
え
て

だ
、
通
常
六
十
五
ホ
ン
が
正
常
な
い
い
ま
す
。

会
話
が
で
君
る
限
度
と
さ
れ
て
い
る

騒
音
の
ガ
は
、
五
分
間
に
最
高
百
六

十
五
台
の
自
動
車
が
描
却
益
す
る
た
め

強先の石碑は文字iJ'すっかり

風化し、おしいζ とに4めない

が記録によると「鰐海腕妙段華

苦労居士、議長拾三戊申四月五

日jとなっていて今年は件後ち

J:うど36C年にあたる。

乗蓮寺のUJ門は、 ζ の家の幾

何を移したものだとい5伝承も

のとっているが現在山門の工E言語
にかカ、げて宿るケヤキの額には

r.re翁はりと醤いてあって伝左

衛門豊成の法名。著書翁グに一致

するつiJ'、寺にも向家にもζ の

ことについての記録はのとって

いないようだ。

墓碑と記録をあわせてみてい

ると、一家の感衰のあとがしの

ばれて、おそろしくもありなつ

かしくもあるJ また大人にくら

べて子供の亡者の多いζ とは、

医療の未開時代であったため

に、たくましく生きぬくζ とが

で晋たもののみ成人となりえた

のだというととを誕拠だててい

るようにおもわれた。

なお屋号のi伊勢市について

は、二代田の先穏を市良右衛門

と言ったので「伊勢霊童市良お衛

門j を 賂 し て呼んだものだろ

ヨ。また伊勢屋の号は、たぶん

小問原北条氏の支流伊勢氏に関

連をものと考えられる。

須賀の伊勢市
高瀬欝蜜

新編掲額臣室風土置J大住郡須賀

村{平嫁市須賀の地)の条に F
!日家佐藻彦七Jのζ とがのって

いる3

とのヨちをむかしから「伊勢

市jと4び当主は佐藤音松さ

ん。 E量七は 6代前のひとであ

る。

その先祖佐藤伝左衛門豊成は

棺州津久弁の減主内藤大和守景

患の霊担架で、小沼原北条氏に属

して天王E18年(l590) 重量隆秀吉

の大箪と戦い手慌をたてたとい

うととである。はじのは大和守

の領分相州津久弁の地にあった

らしし、が、敗戦ののち相撲111を
くだってきて須賀みなとに住み

ついたのである。かくてその子

孫iJ'須賀に定住して以来約 400

母、音松さんl立15代自にあた

る。

こんどこの家のζ とを調べて

みるととになり菩提寺の乗議等

に代々の襲や記録をたづねてみ

ると亡宮人の数も70におよびさ

すがに古い家柄であるζとがわ

はりに 手下 1与がり度はういまのをれ白菜-去を兵完費支成と撃

53511iiisfiii百長可詰計行日諸説欝動
て長ぷ教室昌喜?手喜君主ぎ皇己主語 22書E草 草註五転手言者長盤作
益号車京盟主字 。警誇出字て忠信雪右主主主童 手芸ミ童話 F1 31襲撃 が
幸三伝三宮嘉春 三誌を 2考噸輔醜いh E 手寺霊Z撃事 ら J詐相
gzg主事告忠 長E量重ラ欝警寄議官官 。毛長年語E 毒事量ろ

げ Z芋守狩点定問響轟轟撞i零宮訪れ宮雪れ日茎ヒ
はもと C とこ っ し 5 してま 磁器ιY曹司r唱 すせつで本目っし。結 b、 。 っ た f玉F

d;長自信起き信者??258i五日ii?fiiiS手
合 Z毒同意毛主主 主でご苦君主宅雪芋霊童 ZZE語字路包妥望号究主主語害
関 よじ主きかは J : 霊 童 と た た 迷 d しみだ。しして ζ を分。強 r であてび伝に袋署置
所 うまつらいう?月つだ耕 5遅てつもをて混と 身でそい γ もっくりつあ

害 主主主習室長て毒喜三毛E翌五E主主主225書主審主 252キZE

あなたの知る鍛簡に、よい符ない
をした費少年(日才糸満)がいたら、
氏名・年令・住所'学校または勤
務先・?法書審理政令お知らせ〈ださ
い挫驚者は絵所氏名をかならず
明記のニと お眠を/!llいません
$(市民の勉鱒Hきまちします

盤麓璽騒騒
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